
第５部 くだものの部

（１）りんご（シナノスイート、シナノゴールド）

① 審査所見

「シナノスイート」「シナノゴールド」は長野県で育成された中生種で、平成１８年の栽培面積はそ

れぞれ280haと 135haです。両品種とも食味が良好であり消費者の評価も高まっており、また、品種構

成の適正化をはかる上でも重要な位置付けにあります。長野県内での産地育成と栽培技術および品質の

向上を図ることを目的に、「シナノスイート」は平成15年から、「シナノゴールド」は平成16年から

コンクールが行われています。本年は、「シナノスイート」が59点、「シナノゴールド」が70点、あ

わせて129点の出品がありました。

審査は、果樹試験場をはじめ関係機関が審査員として、厳正かつ公正に行いました。審査基準に基づ

き色沢、玉揃い、形状、糖度、軽欠点等を審査し、糖度測定には簡易型の光センサーを活用して食味に

も配慮した審査としました。

本年は、７月には日照不足傾向、８月には高温干ばつ傾向、９月には台風による風害と記録的な高温、

りんごの生産にとって必ずしも順調な天候ではありませんでした。幸い８月以降は日照時間に恵まれた

ことや本県を通過するような台風もなかったことから、中生種にとっては上々の収穫を迎えることがで

きました。「シナノスイート」、「シナノゴールド」のいずれも県内各地から出品があり、長野県の主

要品種として生産が増加していることがうかがえました。

出品財全体の平均糖度は「シナノスイート」で１４．５％、「シナノゴールド」で１４．７％と、と

もに県の生産目標を上回る立派な果実品質でありました。上位入賞された「シナノスイート」は、葉摘

み、玉回しなどの管理が十分行われ素晴らしい着色仕上がりとなっていました。また、「シナノゴール

ド」は果皮色が揃い適期に収穫されている様子がうかがえました。また、今年の入賞者には若い生産者

が多く、今後の長野県りんご生産の明るい未来を感じさせるコンクールとなりました。惜しくも入賞と

ならなかった出品財の中には、玉揃いの不良、押し傷、サビなどの軽欠点が認められるものもあり、今

後一層の努力を期待します。

新品種の栽培に積極的に取り組まれ、また、不安定な気象条件下で丹精込めて栽培された果実を多数

出品していただいたことに感謝申し上げます。今回受賞されました皆様にお祝い申し上げますとともに、

皆様それぞれが今後とも各地域での生産振興に先導的にご尽力いただきますことをご期待申し上げ、審

査報告といたします。

② 入賞者名簿

賞 の 名 称 品 名 氏 名 住 所

農 林 水 産 大 臣 賞 ｼﾅﾉｺﾞｰﾙﾄﾞ 平 松 雅 秀 小布施町

農 林 水 産 省 生 産 局 長 賞 ｼﾅﾉｽｲｰﾄ 堀 田 佳 基 大町市

ｼﾅﾉｺﾞｰﾙﾄﾞ 酒 井 敏 子 長野市
長 野 県 知 事 賞

ｼﾅﾉｽｲｰﾄ 武 田 忠 文 中野市

ｼﾅﾉｺﾞｰﾙﾄﾞ 野 口 恒 夫 長野市

ｼﾅﾉｽｲｰﾄ 宮 坂 茂 樹 諏訪市長野県園芸作物生産振興協議会長賞

ｼﾅﾉｺﾞｰﾙﾄﾞ 小 林 春 元 長野市

ｼﾅﾉｽｲｰﾄ 青 木 保 長野市
長野県園芸特産振興展推進協議会長賞

ｼﾅﾉｺﾞｰﾙﾄﾞ 北川原 昭 千曲市

ｼﾅﾉｽｲｰﾄ 太 田 清 晴 波田町

ｼﾅﾉｺﾞｰﾙﾄﾞ 吉 岡 光 雄 長野市全国農業協同組合連合会長野県本部長賞

ｼﾅﾉｺﾞｰﾙﾄﾞ 塩野谷 嘉 一 中野市

ｼﾅﾉｽｲｰﾄ 北 原 貞 次 中野市

ｼﾅﾉｺﾞｰﾙﾄﾞ 宮 脇 竜 臣 高森町財団法人長野県果樹研究会長賞

ｼﾅﾉｽｲｰﾄ 田 中 實 南箕輪村



（２）ぶどうコンクール（ピオーネ）

① 審査所見

県内各地でピオーネの無核栽培が広がる中で、本コンクールは今年で７回目となり、本年は

４５点の出品がありました。房型、果粒肥大などにおいては年々向上がみられ、栽培者皆様の

技術の高まりが強く感じられました。

本年のぶどうは、開花期前後の天候が不良であったため、巨峰の有核栽培では無核果の混入

があり、無核栽培でもジベレリン処理時のサビの発生などがありました。梅雨明けが遅れたこ

とにより果粒の肥大は平年よりやや良好となり、梅雨明け以降８月は高温、干ばつ傾向となり

ました。８月、９月が高温であったことにより、ぶどう全般に着色の進行が遅れる傾向がみら

れましたが、酸抜け、食味は良好となりました。

果粒肥大においては、出品物の平均果粒重は、17.4ｇであり、20ｇに達するものも７点あり、

全般に果粒肥大は良好でボリューム感のある房が多くありました。しかし、本年の気象経過の

影響で着色が薄い房も例年より多く見受けられましたことは残念でした。また、ブルームの溶

脱や薬剤付着痕が残る房もあり、今後の改善が求められます。

上位入賞されたものは、房型、着色、粒揃いなど総合的に優れており、房作り技術の高さが

うかがわれ、生産の手本となるものでありました。

本年の出品状況を見ますと県の南北各地からコンクール参加があり、ピオーネ栽培の拡大定

着化が進んでいることが実感されました。生産者並びに産地がお互いに技術と情報の交換を積

極的に進め、品質の高い長野県産「ピオーネ」の評価が全国に浸透していくことを期待いたし

ます。

② 入賞者名簿

賞の名称 品 名 氏 名 住 所

長野県知事賞 ピオーネ 飯 塚 芳 幸 上田市

ピオーネ 上 條 昭 夫 塩尻市

長野県園芸作物生産振興協議会長賞

ピオーネ 土 屋 栄太郎 中野市

ピオーネ 加 藤 朋 幸 飯田市

長野県園芸特産振興展推進協議会長賞

ピオーネ 櫻 井 仁 生 東御市

ピオーネ 水 野 和 博 長野市

全国農業協同組合連合会長野県本部長賞

ピオーネ 浅 沼 富 夫 中野市

ピオーネ 中 澤 忠 博 長野市

財団法人長野県果樹研究会長賞

ピオーネ 堀 内 佳 貴 千曲市


